


北海道の大自然の環境から発見された

北海道生まれの健康成分

HOKKAIDO株のはたらき

今、注目の健康成分「フコイダン」
フコイダンとは、昆布やもずく、わかめなどの褐藻類に含ま
れる「ねばり成分」のことで、多糖類と呼ばれる食物繊維の
一種です。
その独特なネバリ（フコイダン）には、自ら傷ついた部分を

修復する力と、乾燥や細菌などから身を守る抵抗力
があるとされます。

北海道オリジナルの乳酸菌
「HOKKAIDO 株」は、北海道という極寒の厳しい環境で、十分に漬かった漬物から乳酸菌を
分離し、発見されました。この植物性乳酸菌は、酸やアルカリ、塩分にも強く、過酷な環境でも生
き抜いていく特徴があり、新しい北海道ブランドの乳酸菌にしたいという思いを込めて、
HOKKAIDO 株と名付けました。

※参考：北海道立総合研究機構食品加工研究センター　中川良二氏の研究発表

北海道函館の東海岸を中心とした限定された海にしか
生息していないガゴメ昆布。
その生産量は北海道で生産される昆布全体の

わずか数％、他の昆布と比べて、そのネバリは非常に
強く、フコイダンの含有量も真昆布の約 3倍です。

希少価値の高いガゴメ昆布
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ガゴメ昆布フコイダンとは？

NK 細胞は常に全身を回り、病原菌やウイルス感染細胞がいないか
を見張っている免疫細胞で、特にガン化した細胞を見つけると、そ
の細胞に穴をあけ、細胞死を誘導する物質を注入して殺します。

私たちの体の中にNK細胞が約50億個もいる免疫細胞ですが、
いつも目覚めているわけではありません。

人の腸管は最大の免疫器官で、60 ～ 70％の免疫細胞が存在しま
すが、ガゴメ昆布フコイダンは腸で吸収されず、腸管の内側から

刺激を与え、NK 細胞を活性化し、免疫力を高めます。

最前線で戦う免疫細胞、最も頼りなるのは NK細胞（ナチュラルキラー細胞）

ガゴメ昆布フコイダンは腸で働く！

免疫細胞を活性化させる、ガゴメ昆布フコイダン

HOKKAIDO株とは？

生きて腸まで届く
プロバイオティクス

プロバイオティクスとは、人体に良
い影響を与える微生物、または、それ
らを含む食品です。プロバイオティ
クス乳酸菌は腸まで生きて届くこ
と、体に良い作用があることが条件
です。HOKKAIDO 株は消化液耐性
を持ち、生きて腸まで到達できるこ
とがわかっています。

免疫バランスを
調整する善玉菌

免疫は風邪などの病原体による
感染から身を守るための感染防
御機構としてとても大事な役割
があります。HOKKAIDO 株は
免疫関連因子を誘導し、ヒトの
免疫バランスを調整してくれ
る善玉菌です。

便通の乱れを整える
善玉菌

胃酸などでも死滅しないHOKKAIDO
株は生きたまま腸に到達し、プロバ
イオティクス乳酸菌として機能する
ことで、整腸作用が期待されます。

※HOKKAIDO株は道総研の登録商標です。
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